


哀悼　鈴木正朗君・・・偲ぶ会に寄せて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東濤会会長　佐藤章夫
[bookmark: _GoBack]　昭和３２年４月、私たちは県立山形東高に入学した。６０年も昔のことである。たった３年間の高校生活だったけれど、７０歳を過ぎた今でも私たちは同期生としての太い絆を保っている。これはひとえに東濤会の大プロデューサーであった故鈴木正朗君の力量と活動の賜である。
　６０年近くもの間、東濤会が活発に活動してきた一因に、同期生鹿野道彦君が衆議院議員として中央政界で活躍するのを支えるため、東濤会内に後援組織「道の会」を結成したことが挙げられる。鈴木正朗君にその会長をやってもらった。会長を引き受けてもらうまでに説得に時間がかかったが、彼はその頃地元山辺で町会議員に当選したし、「鈴久」を経営していたこともあったしで、私は彼が最適任と信じていた。「道の会」を毎年正月3日に開催して鹿野君の国政報告を聴き、選挙の時には会員たちが選挙事務所に足繁く出入りして応援した。鹿野事務所では「道の会・東濤会」の名が知れ渡っていた。
鈴木正朗君はここを起爆剤に活動範囲を東濤会全体に拡大していった。卒業後の節目ごとに同期会を開催し、県外の同期生会員にも関東在住の同期生たちを中心に連絡網を確立した。彼は誰とでも話ができて友だちになれたし誰もが彼と友だちになりたがった。彼は「人」が好きだったのである。
「東濤会だより」を発刊したのも彼のアイデイアであった。元山形新聞記者の小笠原英雄君と組んで、同期生が居ると知れば遠近を厭わず取材に出かけ、楽しい読み物にして私たちに提供した。消息が途切れていた同期生たちを再び仲間に呼び込んだし、会員同士で互いの動静情報を共有することができた。
古稀を迎えて、文翔館での音楽会、山形国際ホテルでの展覧会の二本立て「文化祭」を企画したのも正朗君だった。７０歳の老人たちの「学芸会」を発想する人が他にいるだろうか。彼はそんな周囲の危惧もなんのその実現に走り回って、当日には同期生たちばかりかその家族、友人知己、一般市民まで来場し、文翔館では観客席を増設したほどだった。
彼の奔走によって東濤会にいろいろな分野でサークルが起ち上った。ゴルフ、マージャン、囲碁に留まらず、俳句（濤句会）、論語（濤親論語会）、習字（濤墨会）、謡（濤謡会）と、教養・文化にまでそのウイングを広げた。しかも俳句は三井幸太郎（量光）君、論語は佐藤浩平君、習字は浦山宏君、謡は松田博之君が先生である。その他にも加藤洋一君をリーダーに野菜栽培グループみのり会があり、兼子正克君は毎年旅行を企画し引率してくれる。東京東濤会とはゴルフ、囲碁の交流がある。会食・歓談の機会も多いから懇親も深まる。
私たちは老年になっても、鈴木正朗君の「遺産」の恩恵に浴して得がたい幸福感を味わっているのである。健康でさえあればこんなに楽しく充実した日々を過ごせるのだ。そういう機会を私たちに作ってくれて、君はさっさとこの世を旅立った。
ありがとう鈴木正朗君、私たちは君に筆舌に尽くせないほどの恩を感じている。今はただ好漢鈴木正朗の冥福を祈るのみである。万感の思いを込めて、さようなら。



